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蕗田 川 元 雄
は じ め に
河上軽の年譜および著作目録は, すでに ｢記憶に基づく自記*｣をはじめ, 天野敬太





なお, 春稿は, 1979年10月20日河上肇記念会, 東京河上会と本学会との共催による
｢河上葦生誕 100年記念講演会｣に,本学会評議員長高寺貞男教授の依析により調査し







* 天野敬太郎 ｢河上重苦作目録 (経済学の部),同 (随想の部)｣『河上蛮著作集』第2,lo奄
f19f収.内Et]文夫 ｢河上峯年譜｣ 『河上肇著作集』第7巻所収,最新のものとして,杉原四郎,-
海知義 『河上肇』 (新評論1979年10月)の ｢文献解題｣.｢河上肇年評｣を参月乳




(凡例 1) 出典は各項のあとに括弧で示した.2) 本文および注記の引用文は.原文が片仮名
の場合は平仮名になおし.新湊字を用いた｡)
142 〔364) 第124巻 第516号
一以下 『履歴』と暗称する)
9月-1909年6月 講義科El｢経済史｣を担当1), なお経済演習担当2)は不明
10月18El 京都法学会大会における講演 ｢経済の研究に於ける表と裏3)｣ (『京都法学







9月-1910年 6月 講義科目 ｢経済史｣, ｢政治学7)｣を担当 (河上文庫保=管 『講義ノ
ー 1､』一以下 『ノート』と略称する)




9月-1911年6月 講義科目 ｢経済史10)｣,｢政治学Il)｣, ｢経済学史｣を担当 (『ノー
ト』)
1911(明治44)午
3月18日 ｢学術実施研究の為め沖縄県下-出張を命 ず 12)｣(『履歴』)
4月29E] 法律経済学研究会講演会における講演 ｢琉球研究の興味13)｣(『雑誌』第6
巻第 6号)
7月13日 ｢法科大学卒業生滝正雄 14) 『分配の理論及政策』研究の為め大学院入学に
付指導教授を命ず｣ (『履歴』)
9月-1912年6月 講義科目 ｢経済史15)｣,｢経済学史｣および経済演習 (原論実害講
読)を担当 (経済史は 『ノート』あり. 『会誌』第 4号)
1912(明治45･大正元年)
6月20rj ｢本年施行すべき本学法科大学入学試験委員を嘱託す｣ (『履歴』)
8月 5-10El 京都帝国大学第 3回講演会における講演 ｢価値論 (10時間)｣ (『会誌』
京都大学時代の河上 聾 (365) 143
第6号,のち 『経済原論』として大正2年11月に刊行〕
9月-1913年6月 講義科E]｢経済史｣,｢経済学史｣16)剖旦当 (経済学史は 『/-ト』
あり)
1913(大正2)午








10月24日 留学のため ｢京都出発｣,同月25月 ｢神戸出帆｣ (『履歴』)
1914(大正 3)午




2月26日 留学18)より ｢帰朝｣ (『履歴』)
3月16E] ｢任京都帝国大学法科大学教授｣,同El｢経済学第四講座担当を命ず｣(『履
歴』)
3-6月 講義 ｢経済史｣,｢経済学史｣19)を担当 (『ノ-ト』および法科大等=『成演
義』大正 4年)
5月16日 経済学読書会における報告 ｢人種問題20)｣ (『雑誌』第10巻第 6号)
9月～1916年6月 講義科El｢経済政策 (貨幣及交通経済)｣, T経済学史｣および経
済演習 (論題 1.貨幣の購買力の研究｡ 2.収益逓減の法則)を担当 (『会誌』薦
9月23日 ｢中川幹太 『経済学』研究の為め大学院入学に付指導教程を命ず｣ (『履
歴』)
144 (366) 第124巻 第5･6号
11月5日 学友会談話部における談話 22) (『会誌』第14号)
1916(大止 5)午
2月5日 学友会親和部大茶話会における講演 ｢余の経済的国家主義｣ (講浜内容と
も 『会誌』第15号)
2月13日 京都法学会主催 ｢マルサス年誕百五十年記念講演会｣における託演 ｢人口
論梗概23)J (『鹿済論叢』第2巻第 5号)
8月16日 ｢本学法科大学公用国善主任を命ず｣ (1917年9月25日まで, 『履歴』)
8月17日 ｢本学法科大学入学試験委員を嘱託す｣ (『履歴』)
9月-1917年 6月 講義科目 ｢経済原論上の特殊問題(分配論)｣を担当(『ノート』)24)






9月-1918年6月 講義科目 ｢経済原論上の特殊問題 (分配論)｣(『ノート』),｢経済







9月-1919年6月 講義科目 ｢経済原論上の特殊問題 (分配論)｣(『ノート』) ｢経済
学史｣(『成績表』大正8年)および経済演習 (論題,社会主義に関する討究)を
担当 し『会誌』第23号)
10月27ロ 学友会演説祁 ｢東西両京帝国大学聯合演説会｣において講演｢病中所感 28)｣
(『会誌』第23号)
11月20日 〔学友会談話部 ?つ講話 ｢思索の必要と研究の態度29)｣(『社会問題研究Jl














9月-1921年 3月32) 講義科目 ｢経済学史3)｣,〔｢経済原論第 1部 34)｣〕を担当(『成績
表』大正10年)
1921(大正10〕年






4月-1923年3月 講義科目 ｢経済学史｣,｢経済原論第2部 (6月まで経過的〕｣｢英
経済吾講読｣を担当 (『表』,学史は 『ノート』あり)
6月5日 学友会誌演部主催 ｢名士招待講演会 (大山郁夫,長谷川部是閑)｣における
挨拶 ｢我等社及び同人長谷川,大山二氏に就て｣(町会誌』第27号)
10月14日 学友会講演部主催 ｢名士招待講演会 (福田徳三)｣における挨拶 (『会誌』
第27弓)
10月26日 学友会講演部主催 ｢有島武郎氏講演会｣における挨拶 (『会誌』第27号)
146 (368) 第124巻 第5 6号
1923(大正12)午
4月-1924年3月 講義科目 ｢経済原論36)｣を担当 (『表』および 『ノート』)
6月5日 京都符国大学経臍等会主催 ｢7ダム･ス ミス生弛二百年記念講演会3')｣に




4月1日 ｢補京都帝国大学経済学部長｣ (同年5月1日依願免, 『履歴』)
4月-1925年3月 講義科目 ｢経済学史｣, ｢英経済書講読｣,法学乱 農学部におい
て ｢経済原論｣39)を担当 (『蓑』および 『京都帝国大学一覧』,学史,原論は 『ノ
ート』あり〕
1925(大正14)午









1月16El 京大利二全科学研究会主催 ｢カ-ル.リー プク不ヒト及び ロ-ザ ･ルク七ソ
ブルグ追悼記念講演会｣における講演予定 ｢.3-ザ ･ルクセソプルグの資本蓄桁
論4)｣ (『新開』第16号)
4月～1927年3月 講義科目 ｢経済学史｣,｢経済靖習｣45)を担当 (『蓑』,学史は 『ノ
ート』あり)
このl頁 (3-4月 P) 京大社会科学研究会の指導教授となる'6)O
4月22R 京大社会科学研究会講演会におけ る講演 ｢対立物の統一としての商品｣





















1月21日 京大社会科学研究会 〔レ- ニ ソ1記念講演会 (内藤刺二夫 ｢マルクス .エソ
ゲルス研究所に就いて｣他),河上の出席は不明 (『新聞』第69号)




5月12E] 学生有志主催 ｢河上博士送別謝恩会｣ (『新聞』第77号 52))
6月11日 経済学部同好会主催 ｢河上博⊥送別謝恩会｣ (『新開』第80号)
148 (370) 第124巻 第56号
注 記
1) 1909年5,6月施行の試験問題は 『京都法学会雑誌』〔以下 『雑誌』と略称する)
第4巷第8号に公表されているが,出題教官名がない｡河上が担当したであろう経

















































席, ｢未決監｣を報告するo (資料 『社会政策学会論叢』各附および 『社会政策
学会史料集成別巻 1』,御茶の水書房 1978年2月刊)
6) 四国-の出張は,｢四国道記｣として 『El木経済新語』(第6巻第3号 1909年11
月3日刊)にそのELl象記を書いているO











ll) 現存 『/-ト』は,表紙題が ｢社会主義論 明治44年春4月｣,背に ｢社会主義
講義44年｣と書かれたものである｡
12) 沖縄出張は, 『履雁』では同年3月31日に出張旅費の追給が記されている｡出張
150 (372) 第124巻 第5 6号
前と出張中のノートが3｢RH可上文庫に残っている.またこのときの成果は ｢琉球糸
満の個人主義的家族｣(『雑誌』第 6巻第 9号)と ｢琉球地割制度の一端｣(『和El垣
教授在職二十五年記念経済論糞』)に結実している｡ なおこの際起 った河上の舌禍
事件,沖縄学創設者伊波普猷との交流など,比嘉春潮 『沖縄の歳月』(中央公論社),













15) この学年終了の6月施行試験問題は,｢経済史 (河上助教授出題)1 歴史に法則
ありや｡2.唯物史観を評論すべし03 人軒と人類以外の動物との経済上の差異東口
何｡4 経済発展の板木動力如何D 以上四題中二題を選択すべし｣であった (『雑
誌』第 7巻第 8号158ページ)
16) この学年終了の5月施行試験問題は, ｢経済史 (河上助教授出題)千八百七十四,
五年以降二十年間に亘る世界金本任国0)物価下落の主要原田及ひ同期間に於けるEl































第 1回1912年11月30日 高田保馬 ｢Soda,DleloglSCheNaturderWLrtSChafts-
gesetze｣
第 2回1912年12月15El 酉EEl幾多郎 ｢認識論に関する1)ヅケル トの説｣
籍 3回1913年2月14E】 田島錦治 ｢:旅行談｣,小川郷大部 ｢唯物史観の反対説に
対する.]リ7氏の弁駁｣
第4回1913年3月9日 神戸正雄 ｢貨幣論｣
籍 5L功1913年3月16rj 米EEl正太郎 ｢｡オリアの進化論観｣
第 6回1913年4月20E] 山本業越乃 ｢水産資本に京たいて｣
第7回1913年5月4日 河上 肇 ｢物価騰貴の原因としての信用の膨張｣
第 8回1913年5月24日 浮田和民 ｢日米問題｣
第 9回1913年6月8日 河上 墜 ｢F18her氏の貨幣数量説に対する批評｣
第10回1913年10月12El 戸EEl海市 ｢世界の金産額と物価との関係｣
第11回1913年11月16日 神戸正雄 ｢国富統計｣
第12回1913年12月14日 本庄栄治郎 ｢西陣織の値入取引｣,石坂音四郎 ｢頼母子
講｣
152 (374) 第124巻 第56号
経済学読書会出席表 (○出席 ●報告者)
10 ll 12 13 14 15 16 17 18 19
〇
〇 〇 〇






















































































































26) 近衛文麿は,のち内閣総理大臣となる.河上は 『自叙伝』の ｢思ひ出 .断片の部
一教師としての自画像｣に近衛のことにふれている｡なお,河上を指導教授とする
大学院学生は,京大庶務課 『学報』および現有の古い 『名簿』1927年 5月による
と1921-27年入学で田島 ･河上を指導教授とする大学院生は24名となっている｡
27) この講演はのち河上の個人雑誌 『社会問題研究』に ｢マルクスの社会主義の理論
体系 (1～7〕｣として連載された (第 1-3,6-8,1O脚JD
28) 演説会記事には講演題目と講演著名があるのみ,内容は不明である｡
29) 『社会問題研究』の創刊号に載せられたものであり,最初に ｢大正 7年11月20日
或会合の席上･数名の学生の前にて,学問の研究に閑し卑見の一斑を述べんが為め,
朗読したる原稿の一部｣とある0









第3編 貨幣及物価 貨幣の性質及其作用O｣と記しているO なお松方三郎 ｢大正
八 ･九年頃の河上先生｣ 『回想の河上肇』をも参照｡








称したことが述べられている｡ また 『河上聾より楠田民蔵への手紙』 の ｢思ひ出
肖｣にIl1J上白から ｢講義をして居た｣と述べている｡なお河上文庫 (寄託)にこの
｢こんにゃく版で紫色に印刷された｣ManliestderkommunlStlSChe Partleがあ
京都大学時代の河上 整 (377) 155



















上のことから, この ｢人正15-16年｣ の『ノート』は (Ⅶ)の一部に相当する.な




















だ訳である｡｣ と,文中 ｢東京の帝国教育会｣は1919年8月のことであり, この講
演は1921年に相当し,｢大学内に於ける学会｣は当時経済学部内で組織されていた
経済学会に相当する｡経済学会大会 (年 1回)の第 1-2回および第 4回の記事が
『経済論叢』に掲載されているが,丁度1921年第 3回大会に相当する記事掲載がな
い｡内容の上,記事として載せられないとう点が推定理由であるOなお,京大庶務
課 『学報』 (大正10年 5月28日)にも開催通知のみである0
36) この学年の経済原論講義は, ｢講述者の校閲を経ず｣として京都経済学研究会
(p)より2分冊で刊行された｡






に話は触れずに終った｣ と.その頃同じ新聞に ｢学界と人物 京大経済学部｣が連

































42) 経済学部教授有志の ｢意見書｣は,全文ではないが, 『新聞Jl第30号に掲載され
ているO河上文庫には ｢意見書 (仮りに駄定)大正14年12月 神戸正雄,河上壁,
河田嗣部,本庄栄治郎｣のざら紙 5枚謄写刷のものが残っている｡
43) 『経済学大綱』に載せた ｢河上肇年譜 (記憶に基づく自記)｣には,｢1月 『学生
事件』のため家宅捜索を受くO これより以後, 内外事端漸 くしげLD｣と記してい




44) 『社会問題研究』第69｢RTの ｢労働の生産力の発展と資本蓄積との衝突-ローザ ･
ルク七ソブルグの 『資本の蓄積』について｣が当日に ｢試みんとした講演 -それは
都合により中止したもの-の手控をそのまま公にしたものであるO｣(第70FRl参照)
45) 経済学史怯,1973年に杉原四郎校訂によって, 『河上肇経済学史講義』 (大月害
TE)として公表されたD経済演習は河上文庫に ｢経済演習答案｣として河上に提出
された論文数点が残 ,ている｡




158 (380) 第124巻 第56号
浜会が開かれているので,遅くとも4月の初旬には,河上は指導教授を引受けたと
思われる｡














51) 河 卜の上方批判は 『計全問題研究』第86m (1928年 7月)に ｢マルクスの絶対地
代諭-土方教授の 『地代論より見たるマルクス価値論の崩壊』と題する論文の分
析｣が公表されただけである｡この土方論文は1928年 9月に 『経済学論集』に載っ
たものであり,ここで取り上げられたのは1927年 7月刊行の 『経済研究』 (第4巻
第3号)に載 った土方の ｢-マルクス価値論を排撃す｣であると思われる｡
52) 『新聞』によれは,謝恩会の席上 ｢河上博士辞職反対学生大会実行委員会｣の声
明書が読みあげられたと報じ,その全文が掲載 されているO
追補 .1915(大正4)年11月6日東大京大法科大学聯合学生演説会において講演 ｢何
の為に経済学を倦むる｣ (要旨とも 『会誌』第14号)
